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 第 3章  保存管理 

 

1. 基本方針 

 現在の松江城下町の建設は、堀尾吉晴と忠氏父子が城地を定めたことに起因し、堀尾

氏 3代、京極氏 1代を経て、寛永 15（1638）年 松平直政が信州松本城から移封された

後は、松平氏が歴代藩主となり明治維新をむかえた。この中で、松平氏が城主を務めた

のは 10代 230年間である。 

菅田庵の建築を指図した 7代藩主松平治
はる

郷
さと

は、茶道「不昧流」の始祖として知られ若

い頃から禅や茶の湯を学び、生涯その道を追求した。松江に茶の湯文化をもたらした治

郷とのかかわりの深い「菅田庵」は、まちづくりの核となる地域資産、観光資源となる

可能性をあわせ持っている。 

先人によってこれまで守り継がれてきたこの史跡及び名勝を、引き続き適切に保存管

理するためには、保存管理の基本方針を定め、将来の整備、周辺の環境保全と景観形成

についての指針とする必要がある。保存管理の基本方針は、以下のとおりとするが、ま

ず、大前提として史跡及び名勝全体の適切な保存と活用を図り、次世代へと確実に継承

することとする。 

①「菅田庵」の本質的価値を構成する枢要の諸要素 

(ア)史跡及び名勝を構成する歴史的建造物については、将来に亘って適切な保存・管 

理に努めるとともに積極的に活用を図る。 

(イ)庭園を構成する構造物等については、良好に保存できるよう管理に努める。また、 

必要であれば古写真等をもとに復旧・復元に努める。 

(ウ)庭園を構成する各主要素の内、眺望については、管理の問題とも照らし合わせた 

上で適切な眺望を得る工夫をする必要がある。また、池辺の道については、古写 

真等をもとに復元を図る。 

(エ)庭園を構成する植栽等については、古写真や資料等によって補植や伐採、枝払い、 

剪定等を行い指定時に近い状態に復元する。 

②「菅田庵」の歴史的価値を構成する諸要素 

・ 管理用建物については、管理の目的が達成されることは勿論であるが、指定建造 

物に近接しているので防火対策に万全を期するとともに、改築等を行う場合には 

史跡及び名勝の景観を阻害しないよう外観に十分配慮する。 

・「菅田庵」を良好に保存し活用するためには、「楓の馬場」「萩の台」「御成門」

「切通」「古茶屋」などの周辺地を追加指定することが望ましい。史料等の蓄積や     

管理上の問題など諸条件が整えば追加指定を目指す。 
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③その他の要素 

(ア)文化財保存活用施設等については、景観を損ねないよう配慮のうえ適所に設置

する。 

(イ)管理施設・設備等の内、防災関係設備については、史跡及び名勝景観に十分配

慮しながら、簡単な操作で防火・防犯効果が得られるような設備に更新する。 

 
表 7 
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史跡及び名勝指定地内 史跡及び名勝指定地外

菅田庵及び向月亭
排水機能が悪く、建造物の保存に悪影響がある。くつろぎ
の間の西側は、盛り土のため沈下しているので、対策を図
る必要がある。

早期に総合的な排水施設・設備の整備を実施する。平成27(2015)〜31(2019)年
度の修理時に、今後沈下が起きないよう対策を図る必要がある。

附御風呂屋
平成27(2015)〜31(2019)年度の予定で、半解体修理を実施
中である。

排水機能が悪く、建造物の保存に悪影響がある。

造成地形
露地と庭園の造成地形は、現在は健全な状態である。池辺
の道は、池側に地滑り状に崩れたため、昭和40(1965)年補
助事業で修復している。

直ちに旧に復せるよう、古写真や実測図など資料等を整えておく必要がある。

池
池や池辺は倒木や雑草の繁茂により荒廃し、水質も悪化し
ている。池辺の道の地下を通る排水木樋が機能していな
い。

池と池辺の道は、セット関係にあるので昭和40(1965)年の整備事業を参考に修
復する必要がある。その場合、排水機能の維持の工夫が必要である。

道 石で配置した段が土や草で隠れている箇所が有る。 土や草の撤去等が必要である。

庭
向月亭前庭は、日当たりが良いので、良好に保たれている
が、御風呂屋の庭は、周辺樹木のため湿度が高く、建物へ
悪影響がある。

向月亭前庭の敷砂が、減少しているので、補う必要がある。御風呂屋の庭の湿
気対策は、周辺樹木の適切な管理と排水施設を検討することで解消する必要が
ある。昭和24(1949)年の建造物修理後の史跡整備では、御風呂屋の庭にも敷砂
したことを窺う資料があるが、敷砂の必要性を検討する必要がある。

門(中門3、池の土堤門1)
池の土堤門や中門の戸の意匠、屋根葺き材など、古写真と
比較して現状が異なっている。

専門家の意見を聞きながら、資料等調査の上、旧に復する必要がある。

竹穂垣 傷んで腐朽している。周辺樹木等に圧迫されている。
湿気により腐朽することや、現在樹木によって、竹穂垣が圧迫されているので、
周辺樹木を管理する必要がある。

建仁寺垣
傷んで腐朽した箇所がみられる。なお、昭和12(1937)年の
実測図には、菅田庵と向月亭の間の中門の建仁寺垣から、
池の土堤門まで四ツ目垣が描かれているが、現在はない。

湿気により腐朽するので、周辺樹木の管理が必要である。四ツ目垣を復元する
必要がある。

延段 丸太竹が撤去された状態のままである。
丸太竹を設置し、旧に復する必要がある。丸太竹は、適切な時期を選んで更新
する必要がある。

蹲踞1 古写真や資料と比較して現状に変更は見られない。 倒れたり傾かないよう目視確認等が必要である。常に清浄に保つ必要がある。

飛石 古写真や資料と比較して現状に変更は見られない。 飛石や役石等の欠損等がないよう、目視確認等が必要である。

沓脱石 古写真や資料と比較して破損等は見られない。 欠損等がないよう、目視確認等が必要である。

灯篭7 古写真や資料と比較して破損等は見られない。 倒れたり傾いたり欠損等がないよう、目視確認等が必要である。

手水鉢3 古写真や資料と比較して破損等は見られない。 倒れたり傾いたり欠損等がないよう、目視確認等が必要である。

御風呂屋露地
古写真と比較して現状に変更は見られないが、周辺樹木に
よって暗く、湿度も高くなっている。そのため建物の腐朽を
速めている。

飛石や役石等の欠損等がないよう、目視確認等が必要である。植生にない周辺
樹木の伐採や剪定、植生構成樹木の間伐や枝払いが必要である。建造物保護
のため排水機能の強化が必要である。

菅田庵露地
古写真と比較して現状に変更は見られないが、周辺樹木に
よって暗く、湿度も高くなっている。そのため建物の腐朽を
速めている。

飛石や役石等の欠損等がないよう、目視確認等が必要である。植生にない周辺
樹木の伐採や剪定、植生構成樹木の間伐や枝払いが必要である。建造物保護
のため排水機能の強化が必要である。

池辺の道

池周辺木の倒木と池辺の道の自生木等によって荒廃し、史
跡及び名勝の価値が損なわれている。また、昭和40(1965)
年の整備では道の両側に生垣が植栽されたが、全く見られ
ない。

整備後の状態の維持が課題となる。

眺望
かつては、城下町や大橋川、田園地帯と大山まで望めた
が、現在は、樹木が完全に遮っている。

眺望は重要な構成要素なので、適切に眺望を得る手段を講じる必要がある。眺
望を遮っている樹木を調査した上で伐採、間伐、枝払い等を実施する必要があ
る。眺望の保護のため、追加指定を検討する必要がある。

サツキの生垣
昭和12(1937)年の実測図では、高約63cm、幅約36cmだ
が、現在は、菅田庵側で、高110cm、幅100cm、くつろぎの
間側で、高100cm、幅70cmある。

前庭の景観を維持し適切な眺望を確保するため、高くなり過ぎ、広がりすぎた生
垣を大刈込との調和を図りつつ、どのように整備するかが課題である。

大刈込(カシ)
昭和12(1937)年の実測図では、高刈面は水平で、サツキの
生垣と同高となっているが、現在は、60〜70cm高くなってい
る。

眺望と景観維持のためサツキの生垣と共に、計画的に前庭の景色との調和を
図っていくことが課題である。

コケ類 現状を保存する必要がある。
コケ類は、日が当たりすぎると枯死するので、適切な日照と湿度を保てるよう周
辺樹木管理が必要である。

庭園樹木(カシ、シャシャン
ボ、モッコク、カエデ、モミ、
ヒサカキ、ドウダン、シイ
等)

昭和12(1937)年の実測図と現状を比較すると、かなり庭園
樹木が減っている。

専門家の指導により、必要に応じて補植や他樹種への植え替えを検討する必要
がある。

◆「菅田庵」を構成する諸要素と現状・課題一覧 (各呼称は 図2,4を参照)
「菅田庵」特有の価値を構成する諸要素

要
素
の
区
分

現　　　　　状 課　　　　　題
「菅田庵」を構成する諸要素

①

「
菅
田
庵

」
の
本
質
的
価
値
を
構
成
す
る
枢
要
の
諸
要
素

(ア)史跡及
び名勝を構
成する歴史
的建造物

(イ)庭園を構
成する構造
物等

(ウ)庭園を構
成する各主
要素

(エ)庭園を構
成する植栽
等
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2.  保存管理の現状と課題 

1） 「菅田庵」を構成する諸要素 

  保存管理の具体的な方法や、現状変更等の取扱い方針や基準を定めるために、まず

「菅田庵」を構成する諸要素について、P20 表 4 の順にしたがってその内容を示す。

また、それぞれの要素ごとの現状と課題については、P27〜28表 7にまとめた。以下

では、表 7の内容を下記①〜③の順に詳しく記述する。 

① 「菅田庵」の本質的価値を構成する枢要の諸要素 

② 「菅田庵」の歴史的価値を構成する諸要素 

③ その他の要素 

 

 

 

 

第 3章  保存管理 

管理用建物
管理・住居を兼ねた建物で、重要文化財建造物と一体化し
ている。平成28(2016)年度の目視確認で、かなりの箇所に
古材がみられる。

この建物では火や水の使用が想定されるので、防火や排水対策の検討も必要で
ある。管理活用のため古材調査や重要文化財建造物接続箇所調査等により建
物の履歴を明らかにし、価値付けを明瞭にする必要がある。

楓の馬場(御成道)
藩主が歩く本来の道であるが、雑草が茂り、周辺樹木によ
り鬱蒼としている。配石の段が土や草で隠れている。

現指定地と一体的に維持管理する必要があり、追加指定が必要な個所である。

切通
切通の造成地形が明瞭に維持されている。切通上の樹木
が成長し過ぎている。また、眺望とも関わる樹木群が存在し
ている箇所である。

倒木により造成地形が破壊されないよう、また、適切な眺望を得るためにも樹木
管理が必要である。古茶屋との関係性から追加指定の検討も必要である。

萩の台
平成28(2016)年度実施の植生調査では、痕跡を見出せな
かった。「萩の台」の造成地形も現況では確認できない。

「菅田村山荘之由来」では、ハギ・ススキなど季節の植物が段をなす情景が描か
れ、故に重要な構成要素と考えられるが、復元できる痕跡や歴史史料が無いた
め範囲の確定もできない。

御成門
「菅田庵」本来の門ではなく、明々庵移築時の門で、入口の
機能と景観維持に貢献している。

現在の「菅田庵」にとって必要な門であるが、本来この位置に、「菅田庵」の門が
あったか否かについては、歴史史料等によって確認する必要がある。

古茶屋
改変が著しいが、「菅田庵」より古い建物である。切通の造
成からも「菅田庵」との関係性がある。現在、不昧会の活動
拠点として活用されている。

維持・管理・保存が課題であり、条件が整えば追加指定を検討する。

周辺樹木群
史跡及び名勝周辺樹木は、鬱蒼としているため、日が通ら
ず高湿度の状態。そのため黴臭く、害虫の発生も多い。

間伐や剪定による樹木の整理と排水施設の計画的整備が必要である。

史跡及び名勝標柱
花崗岩の標柱は、まだまだ状態は良い。また、史跡及び名
勝の木柱が一本腐朽のため倒れている。

花崗岩の標柱は、そのまま保存を図る。また、史跡及び名勝の木柱は撤去を検
討する。

文化財説明板
説明板は、見学者駐車場脇の園路入口と、「御成門」前に
設置されている。

「御成門」前の説明板は古く多少傷んでいるので、今後適切な時期に統一した素
材とデザインで更新を図る。

見学者駐車場 荒れた状態ではない。普通車10台分のスペースである。
一般公開に伴い見学者が増えると考えられるため、今後は大型車の駐車スペー
スの確保など増設を検討する必要がある。

園路(御成門から菅田庵
まで)

樹木が多いため湿度が高く鬱蒼としている。そのため滑り
やすい。建仁寺垣が、数年で腐朽する。

園路の両側の竹林の伐採を実施する必要がある。

園路(駐車場から御成門
まで)

樹木が多いため湿度が高く鬱蒼としている。そのため草が
茂りやすい。

鬱蒼とした状態から、適度に陽が差し込むような状態にする必要がある。そのた
め間伐や剪定、下刈り等の管理を計画的に実施する必要がある。

防災道路、ポンプ室、管
理者駐車場、防災設備
(放水銃1)

防災道路とポンプ室に特に問題はない。防災設備は、緊急
時に即座に対応できない。□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□

防災設備は、緊急時に簡単な操作、若しくは自動で目的が達成できる設備に更
新する必要がある。□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

便益施設(トイレ)
平成8(1996)年頃設置された、和式のトイレで現在、浄化槽
の故障のため使用できない。

今後、一般公開と同時に、使い易いよう設備の更新を図る必要がある。

管理施設(管理用門、柵
塀類、埋設管、電柱類)

管理用門と柵は、管理者の駐車場に所在しているが、健全
な状態にある。また、見学者園路に建仁寺垣や御成門付近
に竹柵があるが、腐朽している。埋設管は指定地内に、地
下消火栓の配水管、管理用建物の水道管、浄化槽への接
続管がある。電柱類は防災道路上に設置されている。

園路(御成門から菅田庵)の建仁寺垣と御成門付近の四ツ目垣を復旧し、状態を
定期的に把握しておく必要がある。地下消火栓の配水管は、本体設備更新時に
管も更新を図る。電柱類は、今後も向月亭前庭から見えないよう、樹木で遮蔽す
る必要がある。

(ウ)その他 土蔵
土蔵内外部の状態は良いので、修理を急ぐ状態ではない。
防犯設備も十分機能している。

□□□□□□□□□　適切な温湿度を常に維持する必要がある。

②

「
菅
田
庵

」
の
歴
史
的
価
値
を
構
成
す
る
諸
要
素

③
そ
の
他
の
要
素

(ア)文化財
保存活用施
設等

(イ)管理施
設・設備等

防災設備(埋設消火栓2、
放水銃2、自動火災報知設
備、避雷針)、管理設備(埋
設管)



29 

 

2） 要素ごとの取扱い方針 (P27〜28 表 7参照) 

①「菅田庵」の本質的価値を構成する枢要の諸要素 

ア)史跡及び名勝を構成する歴史的建造物について(写真 7〜12参照) 

 

重要文化財である菅田庵・向月

亭・御風呂屋などの建造物は、適

切に管理・保存するとともに、毀

損した場合は直ちに修理する。ま

た、建造物の価値の保存に悪影響

を与える事態が発生した場合は、

極力早い時期に関係者と協議の上、

保存に必要な措置を講じる。なお、

平成 27(2015)年度からスタートし

た修理に関わる地盤調査で地盤の

沈下が判明しており、対策が課題

である。 

 

 

 

 

写真 7 向月亭とくつろぎの間と前庭 (保護のため覆屋根

がかけられている)平成 27(2015)年文化財建造物保存技

術協会撮影 

写真 8上段は向月亭と前庭。下段は向月亭と露地門、奥に菅

田庵の屋根が見える。「日本庭園史図鑑」第 18巻 重森三玲

著 昭和 13(1938)年 3月 より 
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写真 10 上段は向月亭前庭と露地門。下段は菅

田庵 「日本庭園史図鑑」第 18巻 重森三玲著 

昭和 13(1938)年 3月 より 

   

写真 9 菅田庵と露地 (屋根保護のため覆屋根

がかけられている) 平成 27(2015)年文化財建

造物保存技術協会撮影 

第 3章  保存管理 
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イ)庭園を構成する構造物等(写真 13〜19参照) 

造成地形、池、道、庭､2つの露地門、土手門、竹穂垣、建仁寺垣、延壇、蹲踞、 

飛石、沓脱石、灯篭、手水鉢などの庭園の構造物については、適切に管理・保存 

するとともに、毀損した場合は直ちに修理によって旧に復する。また、建造物の 

価値の保存に悪影響を与える事態が発生した場合は、速やかに関係者と協議の上、

保存に必要な措置を講じる。 

 なお、池の土堤門は昭和 17(1942)年、倒木により毀損した時の災害復旧資料が

あるので、今後、修理する場合は、

それを参考にする必要がある。 

池については、現状が非常に荒廃

していて、旧状が不明なため復旧す

ることはむずかしいと考えられた

が、昭和 40(1965)年に池辺の道の

一部が災害によって崩れ、国庫補助

事業で補修を行った際の文書綴が

発見され、竣工写真も添付されて

いたため、その写真や資料を参考

に復旧することが適切である。 

写真 13 昭和 40(1965)年 池辺の道災害復旧竣工写真 北側から

池辺の道を撮影 

写真 11 御風呂屋と露地 (屋根保護のため覆屋根がかけられている) 

平成 27(2015)年 文化財建造物保存技術協会撮影 写真 12 御風呂屋と露地「岩波写真文庫 91 

松江」昭和 28(1953)年 より 

第 3章  保存管理 
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ウ)庭園を構成する各主要素 

・御風呂屋露地、菅田庵露地(図 11、写真 14〜19参照)  

古写真と比較して現状に変更は見られないが、周辺木が多く高木化し 、全 

体的に暗く高湿度になっている。そのため建物の腐朽を速めている。また、飛 

石や役石等に毀損は見られないが、今後も欠損等がないよう、目視確認等の日 

常管理が必要である。更に、植生にない周辺樹木については、伐採や剪定や枝 

払いによって、庭園環境の改善が求められる。更に、建造物保護の湿気対策の 

ため排水機能の強化が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

写真 15 菅田庵露地 写真 9、16 と対応 平成

26(2014)年撮影  

 

第 3章  保存管理 

御風呂屋露地 

向月亭前庭 

菅田庵露地 

図 11 菅田庵 向月亭平面図 松江市蔵(※P18.

図 9 有澤山荘に移築された明々庵の図と本図は

同一時期、同一作成者の可能性が高い。) 

写真 14 向月亭の前庭と露地門 写真 16上段と

対応 平成 26(2014)年撮影 
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写真 16上段は菅田庵の露地門。下段は菅田庵露地、蹲踞と織部灯篭。

「日本庭園史大系 25 江戸中末期の庭(二)」重森三玲・完途著 昭和

47(1972)年 3月 より 

写真 17 上段御風呂屋露地。下段右、御風呂屋露地の蹲踞。 

「日本庭園史大系 25江戸中末期の庭(二)」重森三玲・完途

著 昭和 47(1972)年 3月 より 

第 3章  保存管理 

写真 19 御風呂屋露地 写真 17下段右と対応 

平成 26(2014)年撮影) 

写真 18 御風呂屋露地 写真 17上段と対応 

平成 26(2014)年撮影) 
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・眺望 (写真 20参照) 

澤島英太郎氏の著

書「菅田庵」(前出)で

は、『松平不昧伝』を

引用して、「開けはな

たれた室から前庭とそ

れを限る低いサツキの

刈込を隔てて、老松の

間、『出雲富士東に聳

え、津田の松原近く南

に横たわり、大橋川の

白帆、 徐
おもむろ

に田疇
でんちゅう

の間

を行く、誠に山陰の一

仙寰
せんかん

』と形容された佳

景が一望の下に眺めら

れる」として、向月亭

からの眺望のすばらし

さを述べている。 

また、不昧が参考に

したと云われる奈良県

大和郡山市の「慈光院」の書院から見る景色も、遠くの川や田畑、山々を借景と

していた。この「菅田庵」と「慈光院」からの眺望は、時代の流れと共に様変わ

りして田畑には住宅や高層建物が目立つようになった。そのため「慈光院」では、

平成 6(1994)年から前面の田に盛り土をして、計画的に 400〜500本の植林を開始

して、建物群のみを遮蔽する方法(P23 写真 4参照)を採用している。 

「菅田庵」は、「慈光院」よりも小高い丘陵上に建てられた茶室と書院であり、

特に眺望を意識して設計されたことは明白である。したがって、庭園を構成する

主要素として眺望を位置付け、眺望を遮っている樹木を調査した上で伐採、間伐、

枝払い等を実施する必要がある。また、その眺望を確保するため、必要な範囲を

調査した上で、追加指定を検討しなければならない。 

写真 20   向月亭前庭からの眺望の変化 

第 3章  保存管理 

※中段の写真は、林忠彦写真研究室より 
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・池辺の道 (写真 21〜24参照)  

庭園を構成する構造物等の項で、池について触れたが、池周辺の倒木と池辺の道 

の自生木等によって荒廃しているため、史跡及び名勝の価値が損なわれている。 

また、昭和 40(1965)年の整備では道の両側に生垣が植栽されたが、現在はその生 

垣が全く見られない。昭和 40(1965)年の災害復旧工事の関係図書を参考に整備を 

実施し、整備後はその状態を維持するための日常管理が課題となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 22 昭和 40(1965)年 池辺の道災害復旧竣工写真 

土堤門側から東方向を撮影 

写真 21 池辺の道の現状 土堤門側から東方向を平

成 26(2014)年に撮影 

写真 23 土堤門付近から御風呂屋に上がる池辺の道

の現状 土堤門側から平成 26(2014)年に撮影 

写真 24 土堤門付近から御風呂屋に上が

る池辺の道 「岩波写真文庫 91 松江」昭

和 28(1953)年 より 

第 3章  保存管理 
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エ)庭園を構成する植栽等 

・サツキの生垣 (写真 25〜29参照) 

「日本庭園史大系」に掲載された昭   

和 12(1937)年の実測図(以下 昭和 12 

年実測図 という)では、高約 63cm、 

幅約 36cmと記載されているが、写真 

20でも徐々に高くなっていることが 

分かる。また、昭和 10(1935)年に発 

表された福原信三氏の右の作品では、 

塵取と竹箒、飛石の大きさと比較す 

ると、生垣の幅や高さが良く分かる。 

現在の生垣は、菅田庵側で、高 

110cm、幅 100cm、くつろぎの間側で 

高 100cm、幅 70cmある。前庭の景観 

を維持し適切な眺望を確保するため、 

高くなり広がりすぎた生垣を大刈込 

との調和を図りつつ、どのように整備 

するかが課題である。 

 

 

 

 

 

 

写真 26 サツキの生垣(「松江風景」1935(昭和 10)年 

福原信三 島根県立美術館蔵) 

  

大刈込 
サツキの生垣 

写真 25 サツキの生垣 平成 26(2014)年撮影  

写真 28 サツキの生垣と大刈込 平成 26(2014)

年撮影  

第 3章  保存管理 

写真 27 サツキの生垣と大刈込 平成 26(2014)

年撮影 くつろぎの間の西側から撮影 灯籠

は、写真 29の六体仏石幢形石灯籠  
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・大刈込 (写真 26〜29参照) 

大刈込は、カシを中心とした数種の樹木で構成され、なだらかに南に下がるよ

うに剪定されている。昭和 12年実測図では、刈面は平らで、サツキの生垣と同

高となっているが、現在は 60〜70cm高くなっている。眺望と景観維持のためサ

ツキの生垣と共に、計画的に前庭の景色との調和を図っていくことが課題である。 

 

 

 

 

・コケ類 (写真 30,31参照) 

コケ類については、幽邃な雰囲気の維持のため現状を保存する必要がある。コ

ケ類は、日が当たりすぎると枯死するので、適切な日照と湿度を保てるよう周辺

樹木を管理し、コケ類に悪影響がある場合は、間伐や枝払い、剪定等を実施する

必要がある。また、湿度過多にならないよう排水設備を検討する必要がある。 

 

 

写真 29 上段は、サツキの生垣と大刈込。下段は、延段。左は六体仏石幢

形石灯籠。 「日本庭園史大系 25江戸中末期の庭(二)」重森三玲・完途著 

昭和 47(1972)年 より 

第 3章  保存管理 
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・庭園樹木について    

(写真 25〜31、表 8参照)  

庭園樹木については、昭和 12年実  

測図と現状を比較すると、かなり本数 

が減っている。史跡及び名勝景観の維 

持と向上のため、専門家の指導により、 

必要に応じて補植や他樹種への植え 

替えを検討する必要がある。 

なお、昭和 12年実測図をもとに構 

成樹種を表にまとめたのが表 8である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 30 茶室菅田庵露地のコケ類の状況  平成

26(2014)年撮影  

写真 31  御風呂屋露地のコケ類の状況 平成 26(2014)年

撮影  

表 8 

第 3章  保存管理 

※樹種はアイウエオ順 

大刈込 向月亭庭 菅田庵庭 御風呂屋庭

1 アオカシ 1

2 アカカシ 大刈込

3 アカマツ 3

4 アセビ 北斜面・3

5 ウメ 1

6 カエデ 1 1 2

7 カシ 大刈込・3 13 14

8 クロマツ 2 2 1 1

9 サカキ 1

10 サツキ 13 生垣

11 シイ 大刈込 1 北斜面・9

12 シャシャンボ 大刈込 5 10

13 シラカシ 大刈込

14 スギ スギ垣

15 ソヨゴ 大刈込 北斜面

16 ツバキ 大刈込 1 1

17 ドウダン 6

18 トベラ 大刈込 1

19 ネズミモチ 大刈込 1 1 2

20 ハゼ 1

21 ヒサカキ 大刈込・2 1 4 1

22 モクセイ 1

23 モチノキ 大刈込 2 5

24 モッコク 大刈込･1 1 7 6

25 モミ 4

26 ヤブニッケイ 1

27 ヤマモモ 1

28 ラカンマキ 1

大刈込と記したものは、大刈込の構成樹木

地　　区　の　区　別
樹　　種

昭和12年実測図に見える菅田庵庭園の樹種一覧
(数字は本数を示している)

出典：「日本庭園史大系25」重森三玲・完途著　昭和47(1972)年

所収　昭和12(1937)年3月実測図による
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②「菅田庵」の歴史的価値を構成する諸 

要素 

・管理用建物 (指定地内 写真 32, 

33参照) 

過去住居として使用されていた建

物については、管理者からの聞き取

りから、江戸時代、下人に管理させ

ていた管理用建物であることや、昭

和 3(1928)年の指定範囲図に重要文

化財建造物と一体化して記されてい

ること、昭和 22(1947) 年から実施

した半解体修理の申請書にも一体

的に取り扱いたい旨を記載し、結果

として同時に修理がなされた実績

がある。また、昭和 31〜32(1956〜

1957)年にかけて重要文化財建造物

への延焼を防ぐため、茅葺屋根を瓦

葺きやトタン葺きに変更している。 

この管理用建物が、何時ごろから

所在し、また、向月亭・くつろぎの

間にいつ接続したのかを知る決定的な史料は未だ発見されていないので、今後の

調査を継続する必要がある。 

なお、今回の菅田庵及び向月亭の修理に伴い、地盤沈下が判明しているので対

策を一体的に検討する必要がある。 

 

・「楓の馬場(御成道)」(指定地外 写真 34,35参照)    

「楓の馬場(御成道)」は、指定地外であるが、指定地内の池辺の道に接続する

本来の御成道である。かつては、この道に隣接して畑が所在したことや、管理上

の問題があるなどの理由で、敢えて指定地に含めなかったと考えられるが、現在

は畑も無いことや、古写真によって「楓の馬場(御成道)」の一部を知ることがで

きることから、それに従って整備することが妥当である。 

  

写真 33 現在の管理用建物(北から南を撮影) (平成 27(2015)年 

撮影) 

 

写真 32 昭和 30(1955)年以前の管理用建物(北から南を撮影) 

 

第 3章  保存管理 
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写真 35 では、「楓の馬場(御成道)」に沿

って木柵が設置され、竹で道としての区画を

している。澤島英太郎の著書の中では、「御成道の砂利を踏みしめて」という一

文がある(P16点線部参照)。 

この「楓の馬場(御成道)」は、「菅田村山荘之由来」や所有者の話、また、道

としての導線からも藩主が歩く本来の道であると推定できる。しかし、現状は雑

草が茂り、周辺樹木により鬱蒼として

いて、配石やさりげなく設えた段も土

や草で隠れている。したがって、池辺

の道と一体的に維持管理し、早い時期

に追加指定をして保護すべき道であ

る。 

 

・切通 (指定地外 写真 36参照) 

「切通」は、「菅田村山荘之由来」

によると古茶屋からの道として山を

削って開かれた道であり、現在も状態

が良く残っている。指定地外ではある

が、「菅田庵」造成の状況を示す遺構として保存する必要がある。   

 なお、これらを遺構として保存するためには、説明板に明示するなど「切通」

写真 35 御成門とその先の御成道(楓の馬

場)の古写真(撮影時期不明) 

写真 36 切通の現況(その先に瓦葺の古茶屋が見える) 平

成 26(2014)年撮影 

写真 34 御成門とその先の御成道(楓の馬場) 平成

26(2014)年撮影 

第 3章  保存管理 
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を活かす方法について検討する必要がある。 

また、切通上の樹木が成長し過ぎており、眺望とも関わる樹木群が存在してい 

る箇所である。倒木により造成地形が破壊されように、適切な眺望を得ることと 

合わせて樹木管理が必要である。古茶屋との関係性から追加指定の検討も必要で 

ある。 

 

・「萩の台」(指定地外 写真 37参照) 

  「菅田村山荘之由来」にある史跡

外の「萩の台」については、当初は

ハギ・ススキなど季節の植物が段を

なしていたことが描かれていたが、

松江市が平成 28(2016)年 7月に特定

非営利活動法人しまね樹木医会に委

託して現地の植生調査を実施したと

ころ、残念ながら当初から遺存する

と思われる植生痕跡は見いだせなかった。

また、段上の造成地形も見いだせなかった。 

なお、この「菅田村山荘之由来」の中で、幕末には景色が様変わりしたことも

書かれており、そのため昭和 3(1928)年に指定範囲に敢えて含まれなかったと考

えられる。したがって、復元を検討するにあたっては、新たな史料の発見などが

必要であり、追加指定を検討する場合は維持管理と合わせて慎重に検討しなけれ

ばならない。 

 

・御成門 (指定地外 写真 34,35参照) 

「御成門」については、管理者によると昭和 3(1928)年の明々庵移築時の門で

ある。現在は、「菅田庵」の入口の風情を維持する上で、重要な役割を果たして

いることから、このまま保存に努めることが妥当であるが、条件が揃えば「楓の

馬場(御成道)」と一体で追加指定を検討する必要がある。ただし、本来この位置

に、「菅田庵」としての門があったか否かについては、歴史史料等の発見によっ

て検証する必要がある。 

 

 

 

写真 37 萩の台の現況 平成 26(2014)年撮影 

第 3章  保存管理 
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・古茶屋 (指定地外 位置は P5図 2参照 写真 38,39、図 12参照)  

    岡田孝男著の「松江の茶室」によると、古茶屋は、「有澤家の初代直玄が、藩

主直政公より、月照寺御霊屋建造の残木を拝領して建てたものと伝えるから、山

荘の中で最も古い建物である。菅田村山荘も最初はこの古茶屋だけで・・・」と

ある。「切通」もこの「古茶屋」を意識して切り開かれており、「菅田庵」のた

めの土地造成と茶室等の建築後も、「古茶屋」は、この場所で存続し続けたと考

えられる。 

   

明治維新後、有澤家は、10 代藩主定安から

不昧流の継承を懇請され、それ以降、様々

な苦労の中で保存管理に努めてきた。この

「古茶屋」は、その苦労の過程で、貸家と

して利用された時期註もあり、数度の改変を

経て現在に至っている。しかし、古茶屋平

面古図や古写真を見ると、屋根形状や縁廻

りに大幅な改変がみられるものの、東の主室

と廻り縁は旧状を留めている。この建物は、現在、不昧会の活動拠点として活用

されており、その意味では、「菅田庵」との関係は無関係とは言えない。 

    この古茶屋の建物の変遷については、今後の調査研究の成果を待つと共に、条

件が整えばその敷地の追加指定を検討する必要がある。 

註 前出 岡田孝男著「松江の茶室」P16～17 

図 12 古茶屋平面古図 

旧状が残っている

と考えられる箇所 

写真 38 古茶屋古写真 

写真 39 現在の古茶屋 平成 28(2016)年撮影 
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・周辺樹木群 (指定地外 写真 1,40,41、表 9、図 13、資料編 3参照) 

ここでは図 2で示した 

計画範囲を対象として指 

定地の周辺の樹木群の保 

存管理について触れるこ 

とにする。 

「大刈込」から直接連

続する南側隣接地は、眺

望にもつながり大変重要

ではあるが、指定時の景観

を知る資料は少ない。した

がって、「菅田村山荘之由

来」等によって感じ取るこ

とができる雰囲気や松江

藩の絵師が残した眺望図

(資料編 4)、写真 41を参考

にして、保存管理の方法を

定める。 

平成 28(2016)年 8月に特 

定非営利活動法人 しまね 

樹木医会に委託して実施 

した周辺樹木調査(資料編 

3)によると、確認された樹木 

は表 9のとおり 47種類で、植生の分布は、「ヤブツバキクラス域」の主な特徴 

であるスタジイ、モミ、モチノキ、タブノキ、カシ類が多く見られ、人為的管理 

が届かなくなって藪化し、モウソウチク等が侵入することになったとある。 

また次に、植生の特徴として、周辺地全域にモウソウチク、マダケが生育し(図 

13参照)、その分布範囲を広げているが、その環境下でもモミ、スタジイの大径 

木は成長している。特に、「萩の台」周辺では、モミ、スタジイ、モチノキが多 

数生育している。 

これらの樹木と庭園樹との関係は、モミジ類が「楓の馬場(御成道)」、「池辺 

の道」南側、「池の土堤門」周辺に見られ、「池の土堤門」付近には、シャクナ 

ゲ、ヒイラギの古木も見られる。 

写真 40 「菅田庵」航空写真 平成 27(2015)年撮影 

写真 41 「菅田庵」を南東側から撮影した古写真 (戦前の撮影か) 
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サクラ(サクラ類を総称して以下 サク 

ラという)は、「楓の馬場(御成道)」と明々 

庵が移設されていた「萩の台」の上に残っ 

ている。しかし、これらの庭園樹は、い 

ずれも日照環境が悪く、生育不良である。 

また、この「萩の台」や明々庵移設地に 

は、自然植生とは異なるホテイチク、ツ 

バキ類、クマザサが確認されており、「萩 

の台」若しくは、明々庵庭園との関連性 

を推測できるとしている。 

これらのことから、保存管理の方法と 

して、まず、藪化を解消し、併せてモウ 

ソウチク林とマダケ林をしっかりと整 

理することが直近の課題で、その次に、 

各周辺域に痕跡を残すサクラやモミジ 

類、ヤブツバキ等の庭園樹を計画的に補 

植していかなければならない。「萩の台」 

周辺の樹木については、現植生の取扱い 

と何を補植するかについて、専門家の意 

見を十分に検討した上で、実施しなけれ 

ばならない。 

したがって、ここでいう周辺樹木群の 

保存管理は、荒廃した周辺樹木群を整備 

した後、その姿を維持することにあり、 

保存管理の方法はこのことに尽きる。な 

お、整備の方針や方法については、第 4章で触れる。 

 

 

 

 

 

表 9 指 定 地 外 の 周 辺 樹 木 群 リ ス ト 

｟平成 28(2016)年 8 月 特定非営利活動法人しま

ね樹木医会 調査成果より｠ 

※ 樹木名はアイウエオ順 

樹種名称
菅田庵庭園にも存在する樹木

（同種のものを含む）

一般的に庭園に利用されて

いる樹木

アカガシ

アカメガシワ

アセビ ○

アリドオシ

イチョウ ○

イヌシデ

イヌマキ ○

ウメ ○ ○

ウラジロガシ ○ ○

エゴノキ ○

エノキ

カゴノキ

カナメモチ ○

クマザサ ○

クロキ

クワノキ

コナラ

サクラ類 ○

サザンカ ○

シホウチク

シャクナゲ ○

シャシャンボ ○

シラカシ ○

シロダモ

スギ

スダジイ ○

ソヨゴ ○

タブノキ ○

チャノキ

ツバキ類 ○

ネジキ

ネズミモチ ○

ノグルミ

ハゼノキ

ヒイラギ

ヒサカキ ○

ヒノキ

ビワ

ホテイチク ○

マダケ

モウソウチク

モチノキ ○

モッコク ○ ○

モミジ類 ○

モミノキ

ヤブツバキ ○

ユズリハ ○
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③その他の要素 

ア)文化財保存活用施設等 

・史跡及び名勝標柱 (指定地  

外 写真 42参照) 

花崗岩の標柱は、まだまだ状  

態は良い。また、史跡及び名勝 

の木柱が一本腐朽のため倒れ 

ている。花崗岩の標柱は、その 

まま保存を図るが、史跡及び 

名勝の木柱は撤去する。 

 

・文化財説明板 (指定地外 写真 42,43参照) 

説明板は、写真 43のように見学者駐車場脇の園路入口と、写真 42のように「御 

成門」前に設置されている。「御成門」前の説明板は古く多少傷んでいるので、今

後適切な時期に統一した素材とデザインで更新を図る。 

写真 42 史跡及び名勝標柱と説明板 平成 26(2014)年撮影 

図 13 周辺地の樹木の状況 

菅田庵 

池 

北 南 

第 3章  保存管理 



46 

 

 

・見学者駐車場 (指定地外 写真 44参照) 

見学者駐車場は荒れた状態ではないが周辺樹木により圧迫されている。普通車

10 台分のスペースであるが、一般公開に伴い見学者が増えると考えられるため、

今後は大型車の駐車スペースの確保など、増設を検討する必要がある。 

 

・園路 (指定地外 位置は P5図 2参照、写真 45〜48参照) 

園路は、①御成 

門から菅田庵ま 

でと②駐車場か 

ら御成門までの 

2路がある。これ 

らの道は、近年園 

路として整備さ 

れたものである。 

本来の「菅田 

庵」に至る道は、 

「菅田村山荘之由来」によると古茶屋から切通を通る道と考えられるが、当初に所 

在したと思われる外から古茶屋へ至る道が全く不明な状況から、この近年整備され 

た園路を活用せざるを得ない。 

写真 43 文化財説明板 平成 26(2014)年撮影 写真 44 見学者駐車場 平成 26(2014)年撮影 

 

写真 45 園路の古写真 中央奥に御

成門が写っている。(岩波写真文庫

91 松江 1953年 4月) 

写真 46園路の古写真 右山側に竹柵が

見える。(出典 写真 45に同じ) 
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「松平不昧伝」では、「菅田庵」を「誠に山陰の一仙寰
せんかん

」と評しており、そ 

こに至る園路に相応しい幽静な雰囲気になるよう管理に努める必要がある。また、 

現状が鬱蒼として湿度が高いため、建仁寺垣が数年で腐朽する。したがって、適 

度に陽が差し込むような状態にする必要がある。管理の方法としては、①御成門 

から菅田庵までの園路については、園路両側の竹林の伐採や下草刈りを定期的に 

実施することや、②駐車場から御成門までの園路については、間伐や剪定、枝払 

い、下刈り等の管理を定期的かつ計画的に実施する必要がある。 

 
イ) 管理施設・設備等 

・防災設備、管理設備(埋設消火栓 2、放水銃 2、自動火災報知設備、避雷針、埋設管)(指

定地内 表 10、図 14、写真 49,50参照) 

「菅田庵」に設置された防災設備は、表 10と図 14のとおりである。これらの 

設備は、設置年も古く老朽化している上に、作動させるのに時間がかかることや、 

必ず人力での消火活動が必要なため、失火時に必ずしも有効とは言えない。した 

がって、現在の空気管で火災を検知するシステムだけでなく、煙感知器を追加し 

たり、外部に炎センサーを設置するなど、早期に火災を発見できるシステムに更 

新する必要がある。 

また、失火時には、自動的に失火箇所に放水するなど自動放水銃の導入も検討

すべきである。 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□これに対する対処法として、防犯カメラや警報装置の新設を検討す

る必要がある。  

写真 48 ②駐車場から御成門までの園路の状況 

平成 26(2014)年撮影 

写真 47 ①御成門から菅田庵までの園路の状況 

平成 26(2014)年撮影 
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なお、「菅田庵」

所在地は、高所に

立地するため落

雷も多い。そのた

め昭和 51(1976)

年に避雷針設備

を設置したが、設

置後 40年近くが経過しているため避雷機能の有効性について、専門家による診断

を実施した上で、必要であれば更新すべきである。 

これらの防災設備の更新等を行う場合は、所有者にも多額の経費負担が発生す 

るため、実施に当たっては、最も効果的方法を選択しつつ、且つ、ランニングコ 

     
ストも考慮した上で、計画的に進める必要がある。なお、更新に当たっては、史 

跡景観への十分な配慮が求められることは言うまでもない。更に、埋設管などの 

設置や撤去等、地下に影響を与える行為については、事前に埋蔵文化財の確認調 

査も必要である。 

実施年度 内     容 備  考 

昭和 29年 自動火災報知設備、ガソリンポンプ、小型消

火器の設置 

国庫補助事業 

昭和 51年 自動火災報知設備、避雷針設備設置 国庫補助事業 

昭和 57 年

～59年 

消火設備、消火栓設備、貯水槽、ポンプ室、

消防用道路、防蟻処理 

国庫補助事業 

写真 49 埋設消火栓とホース格納箱 (右 くつろ

ぎの間) 平成 26(2014)年撮影 

写真 50 御風呂屋付近の放水銃 平成 26(2014)年 

撮影 

埋設消火栓 
ホース格納箱 

表 10 防災設備設置履歴 
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・防災道路、ポンプ室、管理者駐車場、防災 

設備(放水銃 1基) (指定地外 図 14、写真   

51参照) 

防災道路は、失火時に機能が果たせるこ 

とが大切であるので、決して路上駐車等で 

道路を塞がないよう日常的な管理が必要で  

ある。 

また、倒木によって道路が遮断されるこ   

とが無いよう周辺樹木の伐採等の管理 

が必要である。防災設備の内、ポンプ室は 

特に問題はないが、放水銃が緊急時に対応 

図 14 現在の防火設備配置図 

地下式消火栓 
屋内消火栓 

放水銃 
避雷針 

ポンプ室 
地下貯水槽 

機械室 

受信機 

写真 51 防災道路、ポンプ室、管理者駐車場 

平成 26(2014)年撮影 

ポンプ室 

防災道路 
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できないため、簡単な操作、若しくは自動で消火できる設備に更新する必要があ 

る。 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□ 

なお、管理者駐車場については、必要な施設のため今後も機能を維持するこ

とが求められる。 

 

・便益施設(トイレ) (指定地外 図 14、写真 52参照) 

待合の前に見学者用トイレがある。このトイレは 

平成 8年頃設置された和式のトイレで、現在、浄化 

槽の故障のため使用できない。今後、一般公開と同 

時に、目的が果たせるよう設備の更新を図る必要が 

ある。 

 

・管理施設(管理用門、塀・柵類、埋設管、  

電柱類) (指定地外 写真 53〜55参照) 

管理用門と塀・柵は、管理者の駐車場や管理用建 

物前に所在していて、健全な状態である。これら 

は、防犯上必要であるため、常に機能維持に努める 

必要がある。また、見学者園路に建仁寺垣(写真 47 

参照)や御成門付近に四ツ目垣があるが、 

腐朽している。埋設管は、指定地内に地 

下消火栓の配水管、管理用建物の水道管、 

浄化槽への接続管がある。電柱類は防災 

道路上に設置されている。 

園路(御成門から菅田庵)の建仁寺垣と  

御成門付近の四ツ目垣を復旧し、状態を 

定期的に把握しておく必要がある。地 

下消火栓の配水管は、本体設備更新時に 

埋設管も更新を図る。電柱類は、今後も

向月亭前庭から見えないよう、樹木で遮蔽する必要がある。   

写真 52便益施設(トイレと浄化槽)  

平成 26(2014)年撮影 

写真 53 管理用門、塀 平成 26(2014)年撮影  

管理用門 

土蔵 

ポンプ室 

浄化槽 

トイレ 
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ウ)その他  

・土蔵 (指定地外 図 14、写真 53参照) 

   □□□□□□□□□□□□□□□□□□□土蔵内外部の状態は良いので、修理 

を急ぐ状態ではないが、将来的には漆喰壁が剥落したり屋根が破損することも想 

定されるので、早い対応によって毀損が軽微な状態の時に処置できるよう、日常 

的な観察が必要である。また、収蔵品が傷まないよう、適切な温湿度を常に維持 

する必要がある。また、防犯設備も十分機能しているが、日常的な管理によって

機能が発揮できるよう努める必要がある。 

 

3. 周辺環境について(図 15参照) 

「菅田庵」は、周辺を山林に囲まれ 

ている。「菅田庵」の立地する丘陵は、 

南北約 350m、東西約 300mの広さがあり、 

最高所での標高は、54.2mである。史跡  

及び名勝の指定地は、標高 18m～標高 

30.5mの範囲に所在している。丘陵の北 

方には、平成 12(2000)年に新設された 

産業支援機能を備えた研究開発型企業 

団地「ソフトビジネスパーク島根」があ 

り、平成 28(2016)年 8月現在で、23の 

企業が進出している。西方には、このソフ  

写真 55 防災道路の電柱(手前側が管理者駐車場) 

平成 26(2014)年撮影 

写真 54 御成門付近の四ツ目垣(楓の馬場側から

撮影) 平成 26(2014)年撮影 

図 15 「菅田庵」周辺の都市計画図(緑色の網掛は第

一種低層住居専用地域、斜線箇所は都市計画公園) 

菅田庵 
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トビジネスパークへの進入路（市道）があり、更にその西方には、法吉町の住宅街 

や大型団地である淞北台団地が存在している。丘陵の東方には菅田町の住宅街があ 

り、その東には、国立大学法人「島根大学」の校舎が建っている。丘陵の南方には、 

東奥谷町や石橋町などの住宅街があるが、この住宅街は標高約 5mなので、菅田庵 

の主要建物との高低差は約 20m以上ある。 

「菅田庵」が所在する丘陵地の広い範囲が、網掛けが無く白くなっているが、こ

れは市街化調整区域を示しており、また、緑色の周辺の住宅地は、第一種低層住居

専用地域に指定されている。この地域の建築物の高さ制限は、10mまでである。な

お、緑色の中の斜線部分は、公園を示している。 
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4. 計画範囲現況写真 平成 26(2014)年 10月 20日撮影 

  「菅田庵」の現況については、以下に撮影箇所の番号と対応した写真を示す。 

 
図 16 写真撮影位置図と写真番号        
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第 3章  保存管理 

写真①くつろぎの間前庭（指定地内） 

写真⑥御風呂屋入口付近（指定地内） 

写真②向月亭前庭（指定地内） 

写真③向月亭前庭から南方を望む（指定地内） 

写真⑤露地門から御風呂屋方向を見る（指定地内） 

写真④向月亭前庭から露地門を見る（指定地内） 
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第 3章  保存管理 

写真⑦御風呂屋入口と御風呂屋飛石（指定地内） 写真⑧御風呂屋南側（指定地内） 

写真⑨御風呂屋北側の景観（指定地内） 写真⑩御風呂屋裏（指定地内） 

写真⑪土堤門への道（指定地内） 写真⑫土堤門近景（指定地内） 
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第 3章  保存管理 

写真⑬御成門を南から見る。右切通（指定地外） 写真⑭御成門を池側から見る（指定地外） 

写真⑮御成門付近の園路（指定地外） 写真⑯園路と竹垣（指定地外） 

写真⑰園路入口（指定地外）  写真⑱園路（指定地外） 
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第 3章  保存管理 

写真⑲園路（指定地外） 写真⑳園路（指定地外） 

写真㉑園路（指定地外） 写真㉒園路（指定地外） 

写真㉓管理者用通路（指定地外） 写真㉔防災用道路（指定地外） 
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5. 史跡及び名勝の追加指定(2.保存管理の現状と課題  2)要素ごとの取扱い方針 

参照) 

  追加指定については、当然含まれるべき範囲にも係わらず敢えて指定されなかっ

た理由もあると考えられるが、今後の「菅田庵」の価値の向上や景観保全、良好な環

境の創出が重要な課題であることから、今後の維持管理の問題等も考慮した上で、条

件が整ったところから追加指定を目指していく。なお、追加指定は、①楓の馬場(御

成道)、②旧畑地及び南側私有地、③園路(御成門から菅田庵まで)、④切通と古茶屋

を対象とする。 

 

6. 現状変更の手続き 

  史跡及び名勝指定地

内において想定される

各種の現状変更や保存

などに係る行為に対し

ては、文化財保護法第

125 条（現状変更等の制

限及び現状回復の命令）、

および文化財保護法施

行令第 5条（都道府県又

は市の教育委員会が処

理する事務）の規定に基

づき適切な管理を行う。                       

なお、歴史的建造物で 

ある重要文化財につい 

ては、文化財保護法第 

43条（現状変更等の制 

限）等に、その他、史跡 

及び名勝の構成要素と 

される管理用建物など 

についても法令に基づ 

き適切に管理していく必要がある。また、現状変更の取扱基準は、図 17の①〜⑦の 

区割りに基づいて表 11に示している。 

図 17 

第 3章  保存管理 
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表 11 

第 3章  保存管理 

「菅田庵」における現状変更の取扱基準

①重要文化財の

敷地（管理用建

物、各垣根を含

む）

②カシの大刈込 ③道とその周辺

地（土堤門を含

む）

④池とその周辺

地

⑤池の北地区 ⑥切通、御成

道、萩の台、御

成門、園路、旧

畑地、土蔵、管

理用建物裏地

⑦防災道路、管

理者駐車場、ポ

ンプ室及び隣接

周辺地

ア．原状復旧

イ．き損、衰亡の拡大防止のた

めの応急措置

ウ．き損、衰亡、復旧不可能に

よる除去

ⅱ）非常災害のために必要な応

急措置

非常災害時の土嚢やシートの

設置、消火活動等

ⅲ）日常的な維持管理の行為 石垣や池・水路の清掃、小規模

な浚渫、参道や園路の簡易な

補修、植生・樹木の剪定

ア．発掘調査等学術調査のため

に必要な行為

発掘調査やボーリング調査 調査の目的を明

確にしたうえで、

適切な範囲で行

う場合は認める

ウ．建築物・構造物の新築、改

築、移転（２年を超えるもの）

上記イ．の場合を除いた、建築

物・構造物

エ．工作物等の新設、増設、改

修、移設（地下遺構に影響をあ

たえるもの）

記念碑、銅像等 史跡及び名勝の

景観を阻害しな

い範囲で認める

オ．造成（土地の掘削、盛土、切

土）や水面埋立など地形の改変

土手の削剥や水面の埋立、掘

削を伴う土壌改良等

園路のみ認める

新たな植栽、伐根を伴う移植等 史跡及び名勝を

構成する庭の植

栽やサツキの生

垣等、主要要素

の枯死等を補植

する場合は認め

る

カシの大刈込の

補植以外は、原

則認めない

主要要素の枯死

等を補植する場

合は認めるが、

新規の植栽は原

則認めない

池辺の道の修景

補修としての植

栽のみ認める

修景としての植

栽は認めることも

ある

史跡及び名勝の

景観と風情を阻

害しない範囲で

認める

木竹の伐採、伐根 認める

キ．地下埋設物の設置、改修 公共・公益上必要なもの 認める

ク．その他史跡及び名勝に影響

を及ぼす行為

重量物の積載や振動を与える

行為、地下遺構の露出等

案件ごとに事前

に松江市と協議

する

ア．2年以内の期間限定の小規

模建築物の新築・改築・増築

小規模なプレハブ・ユニットハウ

ス・仮設トイレ等

イ．工作物等の新設、増設、改

修、移設（地下遺構に影響をあ

たえないもの）

仮設舞台・テント・柵・車止め・

水質浄化装置・ベンチ・ゴミ箱

等

史跡及び名勝の

保存と活用に必

要なものは認め

る

原則認めない

ウ．道の舗装若しくは修繕（地下

遺構に影響をあたえないもの）

道・防災道路・園路の修繕、溝

等の修繕

該当なし

エ．史跡及び名勝の管理に必要

な施設の設置、改修

標識、説明板、境界標、囲い等

オ．電柱、電線、ガス管、水道管

等の設置、改修

左記に類する工作物（側溝、街

渠、集水ますなど）を含む

カ．建物等の除去 小規模建築物、工作物等の除

去

キ．木竹の伐採

　　（危険木竹に限る）

木竹の地表より上での撤去

許

可

区

分

処理基準 具体例

地区名（地区名の具体的な場所は、図17に示す）

指定地内 指定地外

文

化

庁

調査の目的を明確にしたうえで、適切な範囲で行う場合は認める 認める

イ．史跡及び名勝の保存管理及

び整備活用上必要な行為

防災施設や保存管理施設等の

設置や改修・移設

許

可

不

要

ⅰ）維持の措置

史跡及び名勝や重要文化財に悪影響を及ぼすもののみ、地下遺構に影響のない範囲で

認める

学術調査の成果に基づいた保存修理や整備は、その方法などを充分検討したうえで行う

場合は認める

史跡及び名勝の保存・管理に係わる施設については、必要最低限の規模で、史跡及び名

勝に配慮したものについて認める

史跡及び名勝の

価値の維持に影

響を与えない範

囲で認める

原則認めない 維持管理に必要なものは認める

認める

文化財保護の目的以外は原則認めない

史跡及び名勝の保存と活用に必要なものは認める

必要に応じ、認める

認める

史跡及び名勝の保存と活用に必要なものは認める

松

江

市

教

育

委

員

会

（
権

限

移

譲

）

必要に応じ、認めることもある

史跡及び名勝景観に配慮したもののみ認める 認める

危険木竹のみ必要に応じ、認める

カ．木竹の植栽、伐採、伐根

案件ごとに事前

に松江市と協議

する

地下遺構に影響のない場合のみ認める

案件ごとに事前に松江市と協議する

地下遺構に影響がなく、史跡及び名勝の景観に配慮したもののみ認める


